
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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住所（法人にあっ
ては、｛：たる'１】F傍

所の所(１２地）
京都府京都市右京区太秦巽町1番地

氏名（法人にあっ
ては、１'i称及び代

炎者の氏名）
三菱自動車工業株式会社バワートレイン製作所所長友納文隆

事業者の主たる

業種 輸送用機械器具製造業

該当する事業者
要件 ロ京都府地球温暖化対策条例施行規日''第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

ｒ 

ｒ 

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２２年３月

基本方針
三菱自動車環境指針に基づき、継続的に環境保全に取組み、マネジメント/パフォーマンスの両面において
積極的な取組みを進め、全社目標として工場のCO2排出を平成２２年度末までに平成２年度比２０％以上の
肖'|減を目指す。

推進体制 社長をトップマネジメント、環境担当役員を環境管理責任者とするＩＳＯｌ４００１推進体制に基づき、
所全体を纏め各部門毎に毎月の進捗状況をフォローする。

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯｌ４００１ 

適用範囲 パワートレイン製I'F所

取得年月日 平成１０年１１月２６日

年度ごとの具体
的な取組及び槽
置の状況

年度

2０ 

２１ 

2２ 

設備、対象、工程等

設備

設備

設備

措置内容

キュボラ停止に伴うＣＯ２排出量削減(平成２０年９月より実施）

非生産時の省エネ活動実施(直問の電源OFF活動）

ライトオフ活動・新生産ラインの電力見える化実施。

温室効果ガスの

排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(､|え成１９）年度
（Ｘ酸化炭蕊換算）

目標年度（計画）

(平成２２）イ1三度
（．､酸化炭紫換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(平成２２）年度
（1醗化炭猴換廠）

増減率
(実績）

85,959.0ｔ 110,773.0ｔ 28.9‘!(） 74,800.4ｔ －１３．０（》iｂ
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ｷｭﾎﾗ停止・非生産時の電源OFF活動・ﾗｲﾄｵﾌ活動・電力見える化推進及び目標設定時に対する生産Vol減により排出量は犬
幅減少となった。

原単位当たりの

温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

(換算台数：台）

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（Iil11Iii） 報告年度（実績） 1W減率（戈統）

０.l59t-CO2/台 0.l51t-CO2/台 -5.0％ 0.ll9t-CO2/台 -25．ｌ９ｈ 
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上記総排出量肖'１減効果に伴い生産効率が良くなり台あたりのCO2排出量は減少となった。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの

削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の肖'|減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
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報告年度（実績）

取組１１t惇 (－.鹸化炭素換猟）
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差弓|排出量
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基準年度（実績）

＊1 ８５．９５９．０ｔ 

目標年度（計画）

(寧凹’ｉ･』）１１()､773.(）ｔ

1Ｗ減+{（IilllIIi）

28.9％ 

報告年度（実績）
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地球温暖化対策
に資す-る社会貢
献活動

･環境省及び京都市企画『ＤｏＹＯＵＫＹＯＴＯ？』プロジェクトのライトダウンキャンヘーンヘ参加
･京都市内の'１，学校で環境学習を実施

･本館前駐車場を用いて、京都市が企画されているハークアンドライドヘ参加

特記事 r百

･友納所長が2011年１月１日付で就任された．


